
第４次岡山県がん対策推進画ロジックモデル

１ がんの予防
喫煙問題対策の推進

# 中間アウトカム 中間アウトカム指標 岡山県 全国 データソース # 分野別アウトカム 分野別アウトカム指標 岡山県 全国 データソース # 最終アウトカム 最終アウトカム指標 岡山県 全国 データソース

喫煙率（男性） 28.5% 28.8% 国⺠⽣活基礎調査 胃（男性） 71.2 63.4 全国がん登録 3-1 がんの年齢調整罹患率減少 がんの年齢調整罹患率 401.1 387.4 全国がん登録

喫煙率（女性） 7.3% 8.8% 国⺠⽣活基礎調査 胃（女性） 27.2 23.1 全国がん登録 3-2 がんの年齢調整死亡率減少
がんの年齢調整死亡率
（75歳未満） 63.9 67.4 人口動態統計

望まない受動喫煙の機会
を有する者の減少

望まない受動喫煙の機会を有する者
の割合 29.8% ー 県⺠満⾜度調査 大腸（男性） 77.5 73.2 全国がん登録

大腸（女性） 47.4 44.9 全国がん登録

肺（男性） 65.3 61.9 全国がん登録

肺（女性） 23.7 26.1 全国がん登録

乳がん（女性のみ） 98.3 115.9 全国がん登録

感染症対策の推進
# 中間アウトカム 中間アウトカム指標 岡山県 全国 データソース # 分野別アウトカム 分野別アウトカム指標 3期 データソース

1-2 B型・C型肝炎ウィルス検査数の増加 B型・C型肝炎ウイルス検査数 34,337 ー 第３次岡山県肝炎対策
計画 肝（男性） 21.3 19.0 全国がん登録

肝（女性） 6.9 6.0 全国がん登録

子宮頸がん 12.4 13.9 全国がん登録

⽣活習慣病の改善
# 中間アウトカム 中間アウトカム指標 岡山県 全国 データソース

男性（20〜64歳）の平均歩数 6,141歩 − 県⺠健康調査

女性（20〜64歳）の平均歩数 5,095歩 − 県⺠健康調査

男性（65歳以上）の平均歩数 4,969歩 − 県⺠健康調査

女性（65歳以上）の平均歩数 4,365歩 − 県⺠健康調査

運動習慣者の割合（20〜64歳
男性） 21.6% − 県⺠健康調査

運動習慣者の割合（20〜64歳
女性） 16.7% − 県⺠健康調査

運動習慣者の割合（65歳以上
男性） 45.6% − 県⺠健康調査

運動習慣者の割合（65歳以上
女性） 34.0% − 県⺠健康調査

20~60歳代男性肥満者 29.9% − 県⺠健康調査

40~60歳代女性肥満者 18.0% − 県⺠健康調査

20歳代女性のやせの者 15.2% − 県⺠健康調査

1-7 食塩摂取量の減少 食塩摂取量が1日7g未満の者の
割合の増加 13.2% − 県⺠健康調査

1-8 野菜の摂取量の増加 野菜の摂取量が1日350g以上の
者の割合の増加 18.0% − 県⺠健康調査

1-9 果物の摂取量の増加 果物の摂取量が1日100g未満の
者の割合の減少 65.5% − 県⺠健康調査

２ がんの早期発見
がん検診の受診率の向上

# 中間アウトカム 中間アウトカム指標 岡山県 全国 データソース # 分野別アウトカム 分野別アウトカム指標 岡山県 全国 データソース

胃 47.7% 41.9% 国⺠⽣活基礎調査 胃 61.5% 59.6% 全国がん登録

肺 57.7% 49.7% 国⺠⽣活基礎調査 肺 43.0% 37.0% 全国がん登録

大腸 49.2% 45.9% 国⺠⽣活基礎調査 大腸 60.5% 59.1% 全国がん登録

子宮頸がん 49.4% 43.6% 国⺠⽣活基礎調査 子宮頸部 84.1% 80.8% 全国がん登録

乳がん 52.7% 47.4% 国⺠⽣活基礎調査 乳房（女性のみ） 67.4% 64.7% 全国がん登録

がん検診の質の向上
# 中間アウトカム 中間アウトカム指標 岡山県 全国 データソース

胃 85.2% 84.8% 地域保健・健康増進事業報告

肺 79.8% 83.5% 地域保健・健康増進事業報告

大腸 75.0% 71.4% 地域保健・健康増進事業報告

子宮頸がん 83.6% 76.7% 地域保健・健康増進事業報告

乳がん 93.7% 90.1% 地域保健・健康増進事業報告

個別施策
「第３次岡山県肝炎対策計
悪」に基づく対策の推進

2-2

がん種別年齢調整罹患
率減少（肝・子宮頸
部）
※上皮内がんを除く

市町村と連携したB型肝炎ワク
チンの定期接種の推進

個別施策
喫煙の健康影響についての普
及啓発活動や喫煙防止に重
点を置いた健康教育、受動喫
煙防止対策

2-1

がん種別年齢調整罹患
率の減少（胃・大腸・
肺・女性乳房・喫煙関
連がん）
※上皮内がんを除く

禁煙外来の広報などの取組

1-1 喫煙率の減少

飲酒量の減少

⽣活習慣病のリスクを高める飲酒
をしている人の割合（男性） 11.2%

県⺠健康調査

個別施策
⽣活習慣の改善に向けた効果
的な普及啓発と環境づくり

1-3

− 県⺠健康調査

⽣活習慣病のリスクを高める飲酒
をしている人の割合（女性） 7.4% −

子宮頸がん検診、乳がん検診
について、若い世代に焦点を合
わせた啓発、受診勧奨及び受
診しやすい体制整備

「職域におけるがん検診に関す
るマニュアル」の普及

地域、職域を問わずがん検診
の受診が可能となる検診体制
づくりの検討

個別施策

1-5 運動習慣者の増加

1-6 適正体重を維持している人の増加

個別施策

市町村や関係団体と協働した
がん検診の必要性についての普
及啓発

1-10 がん検診受診率の向上

岡山県⽣活習慣病検診等管
理指導協議会における検診の
精度管理・事業評価

1-11 精密検査受診率の増加市町村や検診機関等に対する
専門的な指導・助言
精密検査結果の収集、分析、
市町村への情報の還元
各がん精密検診機関の登録等
の適正な実施

日常⽣活における歩数
の増加1-4

2-3
発見時進展度が「上皮
内がん」及び「限局」にと
どまる割合

資料４
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第４次岡山県がん対策推進画ロジックモデル 資料４

３ がんの診断・治療に関する医療水準の向上
がん診療連携拠点病院等の充実・強化

# 中間アウトカム 中間アウトカム指標 岡山県 全国 データソース # 分野別アウトカム 分野別アウトカム指標 岡山県 全国 データソース # 最終アウトカム 最終アウトカム指標 岡山県 全国 データソース
がん診療連携拠点病院及び地域が
ん診療連携拠点病院数 9施設 453施設 厚⽣労働省とりまとめ 2-4 がん診療の質の向上 がんの診断・治療全体の

評価（平均点） 8.2点 7.9点 患者体験調査 3-2 がんの年齢調整死亡率減少
がんの年齢調整死亡率
（75歳未満） 63.9 67.4 人口動態統計

がん診療連携推進病院数 4施設 − 岡山県

肺（男性） 18.4 18.0 全国がん登録

肺（女性） 5.8 6.4 全国がん登録

胃（男性） 8.1 9.6 全国がん登録

胃（女性） 3.9 3.9 全国がん登録

肝（男性） 5.9 5.9 全国がん登録

肝（女性） 1.4 1.5 全国がん登録

大腸（男性） 11.1 12.4 全国がん登録

大腸（女性） 6.0 6.9 全国がん登録

乳房（女性のみ） 10.8 9.9 全国がん登録

子宮 4.5 5.9 全国がん登録

膵（男性） 7.5 8.7 全国がん登録

膵（女性） 5.6 5.4 全国がん登録

手術療法・放射線療法・薬物療法及びチーム医療の推進
# 中間アウトカム 中間アウトカム指標 岡山県 全国 データソース

一般診療所 30件 1,416件 医療施設調査

病院 1,569件 57,321件 医療施設調査

組織内照射 17件 1,128件 医療施設調査

体外照射 2,102件 200,200件 医療施設調査

一般診療所（実施件数） 51件 8,413件 医療施設調査

病院（取扱患者延数） 5,141件 305,410件 医療施設調査

がん診療ガイドラインに沿った医療の提供
# 中間アウトカム 中間アウトカム指標 岡山県 全国 データソース

1-17 専門的ながん医療の提供
がんに関して専門的な医療が受け
られたと思う患者の割合 84.3% 78.7% 患者体験調査

がんと診断された時からの緩和ケアの推進
# 中間アウトカム 中間アウトカム指標 岡山県 全国 データソース # 分野別アウトカム 分野別アウトカム指標 岡山県 全国 データソース # 最終アウトカム 最終アウトカム指標 岡山県 全国 データソース

1-18 緩和ケア研修の修了者数の増加 緩和ケア修了者数 3,200人 − 岡山県 身体的な苦痛を抱える
がん患者の割合 62.5% 55.4% 患者体験調査

1-19 緩和ケアチームの介入患者数の増加 緩和ケアチームによる介入患者数 1,389人 98,632人 現況報告書 精神心理的な苦痛を抱
えるがん患者の割合 67.4% 62.0% 患者体験調査

1-20 緩和ケア外来の受診者数の増加
緩和ケア外来の年間受診患者数
（のべ数） 2,560人 225,897人 現況報告書

地域における医療連携の推進

在宅医療（療養）提供体制の構築
# 中間アウトカム 中間アウトカム指標 岡山県 全国 データソース # 分野別アウトカム 分野別アウトカム指標 岡山県 全国 データソース

1-21 在宅療養支援診療所の増加
内科診療所のうち在宅療養支援
診療所の数の割合 28.5% − 医療施設調査

届出受理医療機関名簿 2-8 希望する場所で最期を迎える者の増加
がん患者の在宅死亡割
合 21.3% 27.0% 人口動態統計

1-22 在宅療養支援病院の増加
病院のうち在宅療養支援病院の
数の割合 28.6% − 医療施設調査

届出受理医療機関名簿

がん医療に携わる専門的な医療従事者の育成
# 中間アウトカム 中間アウトカム指標 岡山県 全国 データソース

1-24 がん専門看護師等の数の増加
がん医療に携わる専門看護師・認
定看護師・特定認定看護師数 84.3% 78.7% 日本環境会取りまとめ

個別施策
拠点病院等の研修参加による
医療水準の向上

1-12 がん診療連携拠点病院等の整備
がん医療の均てん化、集約化

個別施策

がんゲノム医療中核拠点病院
及びがんゲノム医療連携病院
の連携によるがんゲノム医療提
供体制の充実

1-13 遺伝カウンセリングを受けた患者の増加

がんゲノム中核拠点病院において遺
伝性腫瘍に関する遺伝カウンセリング
を実施した患者の数

28 − 現況報告書（がんゲノ
ム）

2-6

がん種別年齢調整死亡
率の減少（胃・大腸・
肺・女性乳房・喫煙関
連がん）
※上皮内がんを除く

治療選択についての情
報提供の充実

治療決定までに医療ス
タッフから治療に関する
十分な情報を得られた
患者の割合

80.3% 75.0% 患者体験調査

遺伝カウンセリングの実施によ
る正確な情報提供

2-5

個別施策
がん医療従事者に対する合同
カンファレンスの実施

個別施策
がん医療従事者に対する合同
カンファレンスの実施

2-7 患者体験調査がん患者の苦痛の軽減 3-3

全てのがん患者及びその
家族の苦痛の軽減並び
に療養⽣活の質の維持
向上

現在自分らしい日常⽣
活を送れていると感じる
がん患者の割合

62.3 70.5

手術療法。放射線療法、薬物
療法による各種チーム医療の提
供体制の強化

1-15 放射線治療の実施件数の増加

1-16 外来化学療法の実施件数の増加

手術療法。放射線療法、薬物
療法を組み合わせた集学的治
療の実施

1-14 悪性腫瘍手術の実施件数の増加

個別施策
がん医療従事者に対する合同
カンファレンスの実施

個別施策
多職種による退院時カンファレ
ンスや地域ケア会議等の充実
による在宅医療への円滑な移
行の推進

1-23
死が近い場合の受けた
い医療について話し合っ
たことがある者の増加

死が近い場合の受けたい医療につ
いて話し合ったことがある者の割合
（60代以上）

47.6% − 県⺠満⾜度調査

個別施策

がん医療に携わる専門看護
師・認定看護師・特定認定看
護師の増加
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第４次岡山県がん対策推進画ロジックモデル 資料４

４ 患者・家族への支援
相談窓口の充実

# 中間アウトカム 中間アウトカム指標 岡山県 全国 データソース # 分野別アウトカム 分野別アウトカム指標 岡山県 全国 データソース # 最終アウトカム 最終アウトカム指標 岡山県 全国 データソース

1-25 がん相談支援センターの認知度向上
がん相談支援センターについて知っ
ているがん患者の割合 71.8% 66.4% 患者体験調査

1-26 相談件数の増加 がん相談支援センターの相談件数 15,461件 895,048件 現況報告書

情報提供
# 中間アウトカム 中間アウトカム指標 岡山県 全国 データソース # 分野別アウトカム 分野別アウトカム指標 岡山県 全国 データソース

1-27 「岡山がんサポート情報」閲覧件数の増加
「岡山がんサポート情報」関連ペー
ジの閲覧件数 411件/月 − 岡山県

がん患者のQOL向上
# 中間アウトカム 中間アウトカム指標 岡山県 全国 データソース # 分野別アウトカム 分野別アウトカム指標 岡山県 全国 データソース

1-28 アピアランスケアの研修を修了した人数の増加 アピアランス支援研修修了者数 19人 1,776人 事業報告 2-7 がん患者の苦痛の軽減 精神心理的な苦痛を抱
えるがん患者の割合 67.4% 62.0% 患者体験調査

患者等の参画の推進
# 中間アウトカム 中間アウトカム指標 岡山県 全国 データソース # 分野別アウトカム 分野別アウトカム指標 岡山県 全国 データソース

1-29 ピアサポートの認知度向上
ピアサポートを知っているがん患者の
割合 34.5% 27.3% 患者体験調査 2-11 アピアランスケアの相談件数の増加

アピアランスケアの相談
件数 1,099件 84,084件 現況報告書

５ がん登録の推進
院内がん登録の精度向上

# 中間アウトカム 中間アウトカム指標 岡山県 全国 データソース # 分野別アウトカム 分野別アウトカム指標 岡山県 全国 データソース # 最終アウトカム 最終アウトカム指標 岡山県 全国 データソース

1-17 専門的ながん医療の提供
がんに関して専門的な医療が受け
られたと思う患者の割合 84.3% 78.7% 患者体験調査 2-4 がん診療の質の向上 がんの診断・治療全体の

評価（平均点） 8.2点 7.9点 患者体験調査 3-2 がんの年齢調整死亡率減少
がんの年齢調整死亡率
（75歳未満） 63.9 67.4 人口動態統計

院内がん登録の精度向上
# 中間アウトカム 中間アウトカム指標 岡山県 全国 データソース

DCI割合 2.3% 3.1% 全国がん登録

DCO割合 1.3% 1.9% 全国がん登録

研修支援

６ 小児、AYA世代、高齢者のがん対策
小児がん、AYA世代のがんの医療提供体制の整備

妊孕性温存療法
# 中間アウトカム 中間アウトカム指標 岡山県 全国 データソース

高齢者のがん対策

患者体験調査患者体験調査 3-3

全てのがん患者及びその
家族の苦痛の軽減並び
に療養⽣活の質の維持
向上

家族の悩みや負担を相
談できる支援が十分であ
ると感じているがん患者・
家族の割合

57.0% 47.7%
現在自分らしい日常⽣
活を送れていると感じる
がん患者の割合

62.3 70.5

個別施策

拠点病院等のがん相談支援セ
ンターの職員の資質向上やセン
ターの周知を図る。

患者体験調査

個別施策
「岡山がんサポート情報」「おか
やま医療情報ネット」「岡山県
がん診療連携協議会ホームペー
ジの関連情報の更新

2-5 治療選択についての情報提供の充実

治療決定までに医療ス
タッフから治療に関する
十分な情報を得られた
がん患者の割合

80.3% 75.0% 患者体験調査

患者団体が行う相談とウに対
する支援やピアサポーターのスキ
ルアップ

2-10 病気や療養⽣活について相談できること

がんと診断されてから病
気や療養⽣活について
誰かに相談できたと感じ
るがん患者の割合

80.3% 76.3%

小児がん拠点病院、小児がん
連携病院、拠点病院等とかか
りつけ医などの関係機関が連
携した体制の整備

小児がん、AYA世代のがんを速
やかに専門施設で診療するため
の情報提供や相談支援等の取
組

個別施策

2-9
がん患者の家族が、悩
みや負担を相談できるこ
と

がん患者団体の活動内容の周
知

個別施策
アピアランスケアに関する相談・
情報・情報提供体制の整備

個別施策
患者団体の活動や相談体制の
充実を図るための取組支援

相談窓口の周知啓発

院内がん登録の活用
1-30 がん登録制度の向上

個別施策

がん研究やがん対策に取り組む
個人及び団体の研究・活動支
援

個別施策

がん患者、医療従事者と行政
が意見交換できる場の提供

個別施策

院内がん登録の活用

個別施策

個別施策
個々の高齢のがん患者の状態
に応じた適切な医療や支援の
提供がなされるよう、多職種で
の連携や、拠点病院等、かかり
つけ医及び介護事業所等の連
携体制の構築について検討

治療開始前に、⽣殖機能への影
響に関する説明を受けたがん患
者・家族の割合

86.0% 52.0% 患者体験調査

患者団体の活動や相談体制の
充実を図るための取組支援

1-31

⽣殖機能への影響につ
いての情報提供を受け、
納得できる意思決定が
できたがん患者・家族の
増加

3



第４次岡山県がん対策推進画ロジックモデル 資料４

７ がんの教育・普及啓発
学校におけるがん教育の充実

# 中間アウトカム 中間アウトカム指標 岡山県 全国 データソース # 分野別アウトカム 分野別アウトカム指標 岡山県 全国 データソース # 最終アウトカム 最終アウトカム指標 岡山県 全国 データソース

2-7 がん患者の苦痛の軽減 精神心理的な苦痛を抱
えるがん患者の割合 67.4% 62.0% 患者体験調査

1-33 がんに対する偏見の減少 周囲の人からがんに対する偏見を感じる患者の割合 5.6% 5.3% 患者体験調査

がんを正しく理解するための普及啓発

８ がんになっても安心して⽣活し、がんとともに自分らしく⽣きることのできる地域共⽣社会の実現
治療と仕事の両立支援のための取組

# 中間アウトカム 中間アウトカム指標 岡山県 全国 データソース # 分野別アウトカム 分野別アウトカム指標 岡山県 全国 データソース

1-34 両立支援に係る研修を修了した者の増加
両立支援コーディネーター研修修了
者数 84人 4,556人 事業報告

1-35 就労に関する相談の増加 就労に関する相談件数 326人 27,176人 現況報告

ライフステージに応じたがん対策
# 中間アウトカム 中間アウトカム指標 岡山県 全国 データソース # 分野別アウトカム 分野別アウトカム指標 岡山県 全国 データソース

1-17 専門的ながん医療の提供
がんに関して専門的な医療が受け
られたと思う患者の割合 84.3% 78.7% 患者体験調査

1-25 がん相談支援センターの認知度向上
がん相談支援センターについて知っ
ているがん患者の割合 71.8% 66.4% 患者体験調査

1-26 相談件数の増加 がん相談支援センターの相談件数 15,461件 895,048件 現況報告書

９ デジタル化の推進
デジタル化の推進

# 中間アウトカム 中間アウトカム指標 岡山県 全国 データソース

10 非常時を見据えた対策
非常時を見据えた対策

# 中間アウトカム 中間アウトカム指標 岡山県 全国 データソース # 分野別アウトカム 分野別アウトカム指標 岡山県 全国 データソース # 最終アウトカム 最終アウトカム指標 岡山県 全国 データソース

1-37 BCPを策定している医療機関の増加
BCPを策定しているがん診療連携
拠点病院、地域がん診療病院数 9 − 現況報告書 2-4 がん診療の質の向上 がんの診断・治療全体の

評価（平均点） 8.2点 7.9点 患者体験調査 3-2 がんの年齢調整死亡率減少
がんの年齢調整死亡率
（75歳未満） 63.9 67.4 人口動態統計

70.5 患者体験調査

教職員対象の研修会におい
て、がん教育の必要性や意義
について触れる

個別施策
県⺠ががんを正しく理解するよ
う取り組む

個別施策

12.3% 患者体験調査 3-3

全てのがん患者及びその
家族の苦痛の軽減並び
に療養⽣活の質の維持
向上

現在自分らしい日常⽣
活を送れていると感じる
がん患者の割合

62.3
小学校、中学校、高等学校そ
れぞれの発達段階に応じて、
「がんについての正しい知識」と
「健康や命の大切さ」について
理解を深め、実践できるように
する。

1-32 周囲からの不要な気遣いの減少

がんと診断されてから周囲に不必
要に気を使われていると感じる患
者の割合

16.1%

2-14
治療開始前に就労につ
いての話があった者の増
加

治療を始める前に就労
の継続について、病院の
医療スタッフから話があっ
たがん患者の割合

36.5% 39.5% 患者体験調査

患者体験調査

2-13 社内制度等を利用した者の増加

治療と仕事を両立するた
めの社内制度等を利用
したがん患者の割合

15.7% 36.1% 患者体験調査

2-12
治療と仕事を両立するた
めの勤務上の配慮がなさ
れている事業所の増加

治療と仕事を両立するた
めの勤務上の配慮がなさ
れているがん患者の割合

57.3% 65.0%

47.7% 患者体験調査
小児がん拠点病院、小児がん
連携病院及びがん診療連携拠
点病院等が連携する体制の整
備

関係者への理解を促し、環境
整備に努める

がん相談支援センターの周知を
図る

2-9
がん患者の家族が、悩
みや負担を相談できるこ
と

家族の悩みや負担を相
談できる支援が十分であ
ると感じているがん患者・
家族の割合

57.0%

− 現況報告書

個別施策

連携体制の構築をはじめとする
非常時に備えた対策について、
平時から検討

個別施策
医療機関におけるICT化に向け
た体制整備の支援

1-36

必要に応じてオンラインで
の相談を受け付けること
ができる体制を確保して
いる医療機関の増加

必要に応じてオンラインでの相談を
受け付けることができる体制を確保
しているがん診療連携拠点病院数

7

個別施策

治療と仕事を両立するために必
要な情報の提供や相談支援が
受けられる体制の整備

個別施策
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